
〔サルーラ IPP 地熱プロジェクトの概要〕 

項 目 内   容 

建 設 予 定 地 
インドネシア 北スマトラ州 サルーラ地区 

（インドネシア第 4の都市メダンから南へ約 350km） 

事 業 内 容 
地熱資源開発から発電までの一貫開発 

30 年間に亘りインドネシア国有電力会社へ売電 

出 力 320.8 MW（3 系列） 

出 資 者 

当社 25％ 

伊藤忠商事株式会社 25％ 

PT Medco Power Indonesia※1 37.25％ 

Ormat Technologies, Inc.※2 12.75％ 

工 期 
平成 26 年 4 月着工予定 

平成 28 年初号機、平成 29 年 2 号機、平成 30 年最終号機営業運転開始予定

※1石油ガス資源開発、石油化学事業、LP ガス生産、燃料供給、発電事業、発電所 O＆M 事業等を含むインドネシア最大

手の民間資本総合エネルギー企業である PT Medco Energi Internasional Tbk 他を親会社とする電力事業会社 

※2地熱発電に関する開発・主要機器製造・建設・事業投資・運営を一貫して取り組む米国企業 
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